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＜同封資料「目黒区の人口・財政など」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

　

【目黒区の人口・財政など】

●人口の推移と推計
目黒区の人口は、1963年の約29万人をピークに減少、1994年からは増加傾向となり、2017年には27万人を超えました。直近10年間で

は、年少人口と高齢者人口が大きく増加、特に0～5歳人口と75歳以上人口は20％以上増加しました。

目黒区人口ビジョンの将来人口推計では、合計特殊出生率が変わらないと仮定した場合、区の人口は減少すると予測しています。「合計特殊

出生率が2040年までに1.50まで段階的に改善する」仮定のもとでは、人口減少カーブが緩やかになる予測です。

232,814 

276,564 
262,363 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

住民基本台帳（実績） 目黒区人口ビジョン（推計）

(人) 目黒区の年齢3区分別人口の推移及び推計（各年10月1日）

高齢者人口（65歳以上）

生産年齢人口（15～64歳）

年少人口（0～14歳）

出生率が一定に推移するパターン

出生率が改善するパターン

生産年齢人口

高齢者人口

年少人口

（年）

●ひとり暮らしの高齢者世帯数
65歳以上の一人世帯数は、2006年から10年間で約4,000世帯増加し、約1.3倍となりました。

●人口構成比の推計
区全体の人口に占める65歳以上の高齢者人口の割合は2040年には約29％となり、2060年には40％を超えると予測しています。一方で、生

産年齢人口の割合は減少傾向で、2060年には区の全人口の約半数となる予測です。

≪目黒区人口ビジョン≫ 2015年住民基本台帳をもとに2060年までの人口を推計した値。

○出生率が一定に推移するパターン：2016年の合計特殊出生率（1.05）、出生性比（男女出生数比）が変わらないと仮定

○出生率が改善するパターン：合計特殊出生率が2040年までに1.50まで段階的に改善すると仮定
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11% 8% 8% 
9% 
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20% 
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68% 66% 
62% 

55% 
51% 
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2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

人口構成比の推計

年少人口（0～14歳）

就学前人口（0～5歳）

高齢者人口（65歳以上）

75歳以上人口

生産年齢人口（15～64歳）

（年）

※構成比は端数調整のため合計

が100％にはなりません。
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「目黒区保健医療福祉計画」

2018年3月

（％）

（％）
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●用途地域

　●区有施設の状況

0

20

40

60

80

100

120

140

2014 2017 2020 2023 2026 2029 2032 2035 2038 2041 2044 2047 2050 2053

（億円）

（年度）

計画修繕

今後40年間区有施設
更新経費試算

総額 2915.7億円

今後40年間区有施設
更新経費試算
平均 72.9億円/年

直近10年間区有施設
投資的経費
平均 39.6億円/年

大規模改修 建て替え

98.9億円／年 78.4億円／年 63.5億円／年 50.7億円／年

「目黒区区有施設見直し計画」2017年6月

目黒区全域面積のうち、約8割が住居系の用途地域です。

「目黒区の土地利用2017」

用途地域図

住居系

81%

商業系

13%

工業系

6%

用途地域の面積割合

「第37回 特別区の統計（2017年度版）」

住居系

商業系

工業系

今後、区有施設は一斉に大規模改修や建て替えの時期を迎えるため、計画的な対策が必要となります。現在の区有施

設について、今後40年間にかかる大規模改修や建て替えなどの更新経費の試算は約2,915億円、年間平均で約72.9億

円となっています。 直近10年間の投資的経費（施設などを整備するための経費）の支出額の年間平均約39.6億円の約

1.8倍となっており、今後の大きな財政負担となります。限られた資源の中で、できるだけサービス水準を維持しなが

ら、財政負担を減らすために、危機感を持って、区有施設のあり方について見直しを行っていくことが重要です。
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●区の予算の使いみち（2018年度一般会計当初予算を1万円とした場合）

産業経済費 健康福祉費 区民生活費
75円 5,304円 1,132円

総務費
837円

都市整備費
637円

議会費
76円

環境清掃費 教育費 公債費等
486円 990円 463円

●2017年度一般会計決算

 目黒区の財政

●積立基金残高（貯金）と地方債残高（借金）の推移

議会の運営など

防災や安全・安心事業、
区施設の維持など

高齢者・障害者などの
福祉や、子育て支援など

住民記録や課税・徴収、
健康保険、年金など中小企業の振興や

商工振興事業など

環境対策や清掃事業、
リサイクル事業など

学校や図書館の
運営など

基金の積み立てや
借入金の償還など

公園や道路の整備、
再開発などのまちづくり

健康福祉費

50%

区民生活費

11%

教育費

11%
総務費

9%

公債費等

6%

都市整備費

6%

環境清掃費

5%

議会費 1%

産業経済費

1%

＜歳出＞

合計

905億円

特別区税

46%

特別区交

付金 13%

譲与税・そ

の他交付
金

9%

国庫支出

金 13%

都支出金

7%

その他

12%

＜歳入＞

合計

953億円

高齢者・障害者などの福祉や子育て支援などを行う健康福祉費が全体の53.0％と約半数を占め、 区民生活費

11.3％、教育費9.9％と続きます。

高齢者・障害者などの福祉や子育て支援などを行う健康福祉費が全体の約半数を占め、区民生活費、教育費が
続きます。

地方債残高（借金）は減り、区の積立基金残高（貯金）は増えています。新たな行政需要に対応しつつ、大規
模災害や急激な経済変動などに備えるため、強固な財政基盤の確立を進めています。
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※数値は普通会計

（年度）
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ふるさと納税による税減収額

ふるさと納税人数

1.1

億円

(見込み)

(百万円) (人)

11.9

億円

6.1

億円0.3

億円

0.3

億円

1.5

億円

0.1

億円

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

●ふるさと納税の影響による特別区民税の減収額

「ふるさと納税」は応援したい自治体に寄付できる制度ですが、区外へふるさと納税をすると、その分、区の収入が減る仕組み
でもあります。ふるさと納税の影響による目黒区の特別区民税の減収額は右肩上がりになっています。

（億円）

園庭のない保育園の子どもたちが元気に戸外で遊べるように、小さなバスを走らせるプロジェクトをはじめまし

た。子どもたちの足ではちょっと遠いけれど、車ならほんの10分、広くてのびのび遊べる公園にGo！社会全体

で子どもの育ちを支援していく考えに、ぜひ、ご賛同ください。

■小さなバスの愛称は「ヒーローバス」
子どもたちにとって、ヒーローのような存在になってほしいという期待を込めて、「広い遊び場（広場）」と

「バス」から「ヒーローバス」と名付けました。

■クラウドファンディング型ふるさと納税

《 目黒区では、ふるさと納税制度を活用してヒーローバス・プロジェクトを実施しています 》

いただいた

ふるさと納税

１日運行するには・・・

保育園１園当たり１万円の費用

「子ども・子育て応援基金」

に積み立て

太陽や草木や土を感じ

て育つ子どもたちの姿を

都市部の保育園でも実

現したい！

外でいきいきと走り

回ってほしい！

皆様からのご支援を

お待ちしています！
（2018年12月31日まで募集中）

子どもたちのヒーローとして、みなさまのやさしい想いをいただきながら、

小さなバスは走ります。

お申込みは、ふるさとチョイス

からお願いします。

https://www.furusato-tax.jp/gcf/356  

（年度）
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